A6063 合金のマイクロ前後方押出し加工に関する研究 by 船塚 達也
                    ふなづか たつや 
 氏     名  船塚 達也 
 
 学 位 の 種 類  博  士（工学） 
 
 学 位 記 番 号  富理工博甲第 130 号 
 
 学位授与年月日  平成 30 年 3 月 23 日 
 
 専  攻  名  数理・ヒューマンシステム科学専攻 
 
 学位授与の要件  富山大学学位規則第 3 条第 3 項該当 
 
学位論文題目  A6063 合金のマイクロ前後方押出し加工に関する研究 
 
 論文審査委員 
（委員長） 小熊 規泰 
      髙辻 則夫 
      松田 健二 






















































































































































最後に第 6 章では，第 1 章から第 5 章までで得られた主要な知見をまとめて，
本論文の結論とした． 
 
以上のように本論文は，アルミニウム合金の微細部品のマイクロ前後方押出し加工
技術の実現を目的として，ビレット結晶粒径，ダイス形状，潤滑油やダイコーティン
グといった摩擦条件などから押出し荷重・硬さ・製品形状，材料流れといったマイク
ロ押出し成形性及ぼす影響を比較・検討し，マイクロ前後方押出し加工を実験的ある
いは理論的に解析することに成功している． 
 
これらの研究成果には高い工学的価値と工業的価値が認められ，当博士論文審査委
員会は本申請論文が博士（工学）の学位を授与するに値するものと認め，合格と判定
した． 
 
